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花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
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花と緑と水のまち
宮崎県 三股町

22 ありがとう。2021年11月
おかげさまで開館20周年 20

武道
体育館　

ミートショップ
ながやま 三股町
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三股町立
文化会館

三股町立文化会館
〒889‒1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404‒2
【主催】三股町、三股町教育委員会
【協催】みやこのじょう子ども劇場
【お問い合わせ・チケット取扱・ご予約】三股町立文化会館

午前９時～午後５時（月曜日（休館日）を除く）
https://bunka.town.mimata.lg.jp WEB予約

電話予約
☎0986-51-3462

（１）チケットの取扱は、窓口、電話、HPでのご予約のみといたします。
（２）定員制とし、入場者のご連絡先把握をさせていただきます。
（３）体調に不安のある方はご来場をご遠慮ください。
（４）消毒やマスク着用にご協力ください。
（５）入場時、検温を行います。
（６）お客様の体調によっては入場をお断りすることがあります。
（７）感染状況により、公演が延期や中止になる場合がございます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三股町・三股町教育委員会

民族芸能アンサンブル 若駒プロフィール
　1969年大阪市で結成。狂言、日本舞踊、三味線、鼓、横笛、民謡など、日本の伝統芸能を学び、また各地の芸能保存会の方々、演出家の方々の
指導を受け、数々の作品を生み出してきました。1971年、全国児童・青少年演劇協議会に、1997年に日本児童・青少年演劇劇団協同組合に
加盟し児童・青少年に向けて作品を数々生み出してきました。現在年間100ステージの公演活動と、和太鼓、民舞の教室活動を行っています。

難しいセリフも、長いセリフもありませんが、
狂言のおもしろさを、ちょっと変わった舞台空間と、
個性豊かなキャラクターを活かした演出で、
子どもから大人まで大いに笑っていただける作品に仕上げました。
なんのこっちゃろ、どろ？ピカ？ぽん？なんといってもずっこけ狂言ばなし！
イヤまことに、幼児から大人まで楽しめる作品なのでござる。

開催にあたりご協力ください

民族芸能アンサンブル 若駒
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原作／狂言「柿山伏」「神鳴」「二人袴」
翻案・演出／松本則子
舞台美術／円齋
出演／民族芸能アンサンブル 若駒

2月19日
2021年

金

三股町立文化会館
19:00開演（18:30 開場）

1,500円（当日1,800円）

※全席自由 
※大学生以下は、入場の際「学生証」の提示を
　お願いすることがあります

一般

1,000円（当日1,200円）4歳～大学生以下

2,500円（前売りのみ）ペア

狂言 ばなし

どろピカ

若駒仕立ての
狂言ばなし三部作！
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町
民
出
演
者
大
募
集！

■募集人数／約20人（参加費無料）
■対象／町内在住または職場が町内で、高校生以上の方
■演出／県外で活躍する演出家３名（20分ほどの作品を創作）
■上演日時／ 5月22日[土]・23日[日]�
■稽古／ 4月･･･上旬から毎週木曜19:00 ～ (週１回)

5月･･･３チームに別れ、各チームで調整
　公演7日前から毎日の稽古となる見込みです。
■応募方法／
申込書を「文化会館�事務室」「役場総合受付」「文化会館ホームページ」で入手してくだ
さい。申込書に必要事項をご記入の上、文化会館へお持ちください。

■応募締切／ 3月31日[水]
■お問い合わせ／三股町立文化会館　℡0986-51-3462　https://bunka.town.mimata.lg.jp

2021年5月。今年も、三股町民から全国の演劇人が集う、三股の演劇の祭り「まちドラ！」を開
催いたします。その中で上演される、町民参加型演劇「ヨムドラ！」の出演者を募集いたします！
演劇が初めての方から経験者までお気軽にご参加ください！

役者が台本を手に読みながら、声と簡単な動きで演じる朗読劇の公演で
す。セリフを覚えなくて良いので初心者でも気軽に参加できます！
役者が台本 (ドラマ )を読む＝ドラマをヨム＝ヨムドラ！

演劇が大好き！演劇が大好き！お芝居がしてみたい！お芝居がしてみたい！
自分を表現したい！自分を表現したい！ 新しいことに挑戦してみたい！新しいことに挑戦してみたい！

ヨムドラ
とは？

■日時／
　2021年2月19日[金]19：00開演
　（開場は開演の30分前）
■上演時間60分
■会場／三股町立文化会館
■原作／狂言「柿山伏」「神鳴」「二人袴」
■翻案・演出／松本則子
■舞台美術／円齋
■出演／民族芸能アンサンブル若駒
■料金／
　一般･･･1,500円（当日1,800円）　　
　４歳～大学生以下･･1,000円（当日1,200円）
　ペア･･･2,500円（前売りのみ）
　３歳以下入場無料
※全席自由席
※�大学生以下は、入場の際「学生証」の提示を
お願いすることがあります

■お問い合わせ・チケット取扱／
　三股町立文化会館
〒889-1901宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2
　電話予約�℡0986-51-3462
　WEB予約�https://bunka.town.mimata.lg.jp
■主催／三股町、三股町教育委員会
■共催／みやこのじょう子ども劇場

　1969 年大阪市で結成。狂言、日本舞踊、三味線、鼓、
横笛、民謡など、日本の伝統芸能を学び、また各地の
芸能保存会の方々、演出家の方々の指導を受け、数々
の作品を生み出してきました。1971 年、全国児童・
青少年演劇協議会に、1997 年に日本児童・青少年演
劇劇団協同組合に加盟し児童・青少年に向けて作品を
数々生み出してきました。現在年間 100 ステージの
公演活動と、和太鼓、民舞の教室活動を行っています。

民族芸能アンサンブル�若駒�プロフィール

知ってください！国保のいろいろ知ってください！国保のいろいろ
まちの話題…6まちの話題…6
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🆀
病
院
で
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療
を
う
け
た
と

き
に
保
険
証
を
忘
れ
て
10

割
負
担
し
た
の
で
す
が
…

🅰
や
む
を
得
ず
、
保
険
証
を

持
た
ず
に
医
療
機
関
で
診

療
を
う
け
た
場
合
、
医
療
費
の
全

額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
後
日
、
診
療
内
容
が
記
載

さ
れ
た
明
細
書
と
領
収
証
を
提
出

し
て
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
保
険

給
付
分
を
支
払
い
ま
す
。
申
請
の

と
き
は
印
か
ん
・
保
険
証
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す
。

🆀
仕
事
中
に
け
が
を
し
た
の

で
す
が
…

🅰
仕
事
中
の
け
が
は
、
国
保

が
適
用
さ
れ
る
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
労
災
保
険
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、勤

務
先
の
保
険
担
当
者
、
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
国
保
年
金
係
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
受
診
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

🆀
70
歳
に
な
っ
た
ら
窓
口
の

負
担
割
合
が
さ
が
る
の
で

す
か
？

🅰
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

翌
月
1
日
か
ら
医
療
機
関

で
の
負
担
割
合
が
、
前
年
の
所
得

に
よ
っ
て
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
更
新
さ
れ
た
保
険
証
は

誕
生
日
月
の
末
日
ま
で
に
届
く
よ

う
送
付
し
て
い
ま
す
。

🆀
社
会
保
険
に
変
わ
り
ま
し

た
が
、
保
険
証
が
届
く
ま

で
の
間
、
国
民
健
康
保
険
証
は
使

え
ま
す
か
？ 

🅰
社
会
保
険
に
加
入
し
た

日
以
降
に
国
保
の
保
険

証
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
使
用
し
た
場
合
、
国
保
か

ら
医
療
機
関
へ
支
払
っ
た
額
を
、

後
日
ご
本
人
に
請
求
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

社
会
保
険
証
が
お
手
元
に
届

い
た
ら
社
会
保
険
証
と
印
か
ん
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
、

国
民
健
康
保
険
証
を
持
っ
て
、
国

保
を
脱
退
す
る
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
？

国
民
健
康
保
険
の
給
付
に
関
す
る
こ
と
Ｑ
＆
Ａ

こんな疑問は
ありませんか？

国
保
に
は
、
職
場
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
人

国
保
に
加
入
す
る
の
は
こ
ん
な
人
で
す

加
入
は
世
帯
ご
と
、被
保
険
者
は一人
ひ
と
り

国
保
で
は
、
世
帯
の
一
人
ひ
と
り
が

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
が
、
加
入
は
世

帯
ご
と
に
行
い
、
世
帯
主
が
ま
と
め
て

加
入
手
続
き
を
し
ま
す
。

お店などを経営し
ている自営業の人

農業や漁業などを
営んでいる人

パートやアルバイ
トなどをしてい
て、職場の健康保
険などに加入して
いない人

3カ月を超えて日
本に滞在するもの
と認められた外国
籍の人（例外あり）

退職して職場の健康保険などをやめた人
退職者医療制度は平成

27 年 3 月末で廃止されま
した。ただし、それまで退
職被保険者だった人が 65
歳になるまでは、引き続き
退職者医療制度の対象とな
り、「退職被保険者証」が交
付されます。

私たちが病気やけがをしたとき、病院に行って治療を受けます。病院の受
付窓口で、「保険証を見せてください。」と言われることがありますが、保険
とは何でしょうか？

知ってください！国保のいろいろ知ってください！国保のいろいろ

国内に住所がある人は、国民健康保険法という法律によって、国民健康保険、職場の健
康保険（社会保険など）、または後期高齢者医療制度など、何らかの健康保険に加入するこ
とが義務付けられています。これらの保険制度は、けがや病気に備えて被保険者の皆さん
がお金を出し合い、安心して医療機関を受診できるように助け合う制度です。今回は、国
民健康保険（国保）に絞って、その対象者や内容などを確認していきましょう。

国
保
に
は
次
の
よ
う
な
制
度
も
あ
り
ま
す

知ってください！国保のいろいろ知ってください！国保のいろいろ

①�

緊
急
の
場
合
を
除
き
、平
日
の
時
間
内
に
受
診

し
ま
し
ょ
う

②�「
は
し
ご
受
診
」を
や
め
、
信
頼
で
き
る「
か
か

り
つ
け
医
」を
持
ち
ま
し
ょ
う

③
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
い
ま
し
ょ
う

は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
に
助
成
が
あ
り
ま
す

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
が
あ
り
ま
す

保
険
税
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

町
が
指
定
し
た
施
術
所
で
は
り
・

き
ゅ
う
を
受
け
る
と
き
、
助
成
制
度

を
利
用
で
き
ま
す
。
施
術
を
受
け
る

前
に
、
町
民
保
健
課
で「
は
り
・
き
ゅ

う
施
術
利
用
者
証
」の
交
付
申
請
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

国
保
の
加
入
者
が
出
産
し
た
と
き

は
、「
出
産
一
時
金
」を
支
給
し
ま
す
。

出
産
す
る
医
療
機
関
で
手
続
き
を
行

う
と
、
出
産
費
用
か
ら
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
額
を
差
し
引
い
た
額
を

医
療
機
関
窓
口
で
支
払
う
だ
け
で
済

む「
直
接
支
払
制
度
」が
原
則
で
す
。

勤
務
先
の
倒
産
や
解
雇
な
ど
、や
む

を
得
な
い
理
由
で
離
職
を
し
た
人
は
、

申
請
を
す
る
こ
と
で
、一
定
期
間
の
軽

減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
国
保
以
外
の
健
康
保
険
の
制
度
は
、
各
健
康
保
険
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
ど
で
病
院
に

か
か
る
と
き

休
日
や
夜
間
に
受
診
す
る
と
、
追
加
の
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
ま
た
、

診
療
体
制
が
日
中
と
は
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
検
査
な
ど
が
十
分
に
行
え

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
時
間
内
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る「
は
し
ご
受
診
」は
、
身

体
的
に
も
経
済
的
に
も
大
き
な
負
担
に
な
り
ま
す
。
信
頼
で
き
る「
か
か

り
つ
け
医
」が
い
る
と
、体
調
の
変
化
で
気
に

な
る
こ
と
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
、
新
た
な

病
気
に
か
か
っ
た
と
き
も
体
質
や
過
去
の
病

歴
な
ど
に
照
ら
し
て
診
察
し
て
も
ら
え
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
厚
生
労
働
省
が

新
薬
と
効
き
目
や
安
全
性
な
ど
が
同
じ
と
認
め

た
薬
で
す
。
新
し
い
技
術
で
味
や
飲
み
や
す
さ

が
改
良
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
薬
を
開
発
す
る
よ
り
も
経
費
が
か
か
ら
ず
、

安
い
価
格
で
提
供
さ
れ
る
た
め
、
医
療
費
の
節

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
、「
第
三
者
行

為（
相
手
の
過
失
）」に
よ
る
け
が

で
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き

は
、
そ
の
第
三
者（
加
害
者
）
が

過
失
割
合
に
応
じ
て
費
用
を
負
担

し
ま
す
。
た
だ
し
、「
第
三
者
行

為
」の
届
け
出
を
し
て
い
な
か
っ

た
り
、
示
談
を
す
る
と
そ
の
内
容

が
優
先
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
加
害

者
に
請
求
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
示
談
の
前
に
国
保

へ
の
連
絡
と
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
健
康
に
な
る

た
め
、
健
康
で
い
る
た
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
す
。
も
し
、
健

康
保
険
制
度
が
な
け
れ
ば
、
医
療

機
関
を
受
診
す
る
た
び
に
高
額
な

医
療
費
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
、

健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
保
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
保
険
制

度
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
健
康
保
険
で
、
お
互
い
に

助
け
合
う
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち

や
ま
ち
の
未
来
を
支
え
る
こ
と
な

の
で
す
。

●
国
保
の
お
問
い
合
わ
せ
＝

　
町
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
☎
52
－
９
６
３
２

健
康
保
険
は
助
け
合
い
の

制
度
で
す
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C U L T U R E

L I B R A R Y

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

「 微熱ガーデン 」本番の様子

クリスマスコンサート本番の様子

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

クリスマスの音楽や詩を楽しみました
〜ライブラリークリスマスコンサート〜

図書消毒機を導入しました。紫外線によ
る殺菌と送風でほこりの除去ができます。

最
近
、
ず
っ
と
勉
強
し
て
み
た

か
っ
た
ラ
テ
ン
語
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。
外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
が
好

き
で
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
ラ
テ
ン

語
で
歌
わ
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教

音
楽
を
聞
い
て
、
美
し
い
言
語
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。「
ラ
テ
ン

語
は
も
う
使
わ
れ
て
い
な
い
の
で

は
？
」と
不
思
議
に
思
う
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
ス

ペ
イ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ

リ
ア
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ど
、

ラ
テ
ン
語
が
変
化
し
た
言
語
は
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
英
語
も
実
は
約

60
％
が
ラ
テ
ン
語
を
語
源
に
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば「bicycle

」。

「bi

」は
ラ
テ
ン
語
で「
２
」を
表

し
、「
２
つ
の
車
輪
」と
い
う
意
味

で「
自
転
車
」を
表
し
ま
す
。ま
た
、

科
学
で
は
、植
物
、動
物
、薬
な
ど

の
学
名
も
主
に
ラ
テ
ン
語
か
ら
来

て
い
ま
す
。面
白
い
例
は
、「
ラ
イ

オ
ン
」で
す
。「
ラ
イ
オ
ン
」は
ラ

テ
ン
語
の「
レ
オ
」と
い
う
動
物

と
星
座
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
ラ
テ
ン
語
は
今
で
も

私
た
ち
に
身
近
な
言
語
で
す
。
古

代
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
あ
る
ラ
テ
ン

語
を
知
る
こ
と
で
新
し
い
言
葉
を

知
っ
て
い
く
。
ラ
テ
ン
語
の
よ
う

な
言
語
の
勉
強
は
重
要
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。

地域おこし協力隊通信 vol.12

山
本
マ
リ
子

台
風
で
子
供
の
家
へ
避
難
す
る　

息
子
は
得
意
の
お
好
み
焼
き
す

箱
根
路
の
往
路
に
立
ち
て
亡
き
友
の　

た
す
き
掛
け
な
る
足
跡
偲
ぶ

[

短
歌]  

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
毎
年
正
月
の
箱
根
駅
伝
を
観
る
と
高
崎
中
の
同
窓
生
を
思
い
出
し

ま
す
。
彼
が
中
央
大
で
活
躍
し
た
の
は
も
う
六
十
年
も
前
の
こ
と

で
、
そ
の
優
勝
の
走
り
を
テ
レ
ビ
で
観
る
こ
と
は
で
き
ず
残
念
で

し
た
。
先
般
、
箱
根
へ
行
っ
た
時
、
彼
の
足
跡
が
確
か
に
あ
る
は
ず

と
往
路
を
踏
ん
で
み
ま
し
た
。

264

小
牧
照
子

一
人
身
の
私
を
気
遣
っ
て
息
子
は
自
分
の
家
へ
連
れ
て
行
き
得
意

の
お
好
み
焼
き
を
作
っ
て
も
て
な
し
て
く
れ
た
事
を
詠
み
ま
し
た
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

『豆とマスク、消毒液で鬼退治』

2021年の鬼退治
節分では、豆をまいて家の中の

鬼（邪気）を払い、福を呼び込みま
す。鬼とは、災害や病気など、目
に見えないけど恐ろしいものの象
徴。今年の節分は、豆だけでなく、
マスクや消毒液が活躍するかもし
れません。大きな声で元気よく、

「鬼は外！　福は内！」と豆まきを
すると、新型コロナや、コロナで
ふさぎがちな暗い気持ちを吹き飛
ばせるかもしれません。

わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

『対話からはじめよう！
みまた幸せづくりワークショップ』

2020年11月から全5回シリーズで、町内の小学生（親子）を対象

にしたまちづくりワークショップを実施してきました。まちの中

での幸せを〝自分たちで〟つくっていくために、まちづくりに必要

な視点を学び、 「自分の考えを話す力」「違いから学ぶように聴く

力」を身に付けることが目的です。ワークショップでは、絵や色を

使って自分の考えを伝える練習や、オンライン（Ｚｏｏｍ）での学

び方を練習してきました。毎回、学んだ後に「あなたはどんなこと

を感じましたか？」という問いを投げかけているのですが、最初

はうまく話せなかった子どもたちも回を重ねるうちに自分の言

葉で伝えられるようになっていきます。コロナの影響で直接会っ

て話すことが難しい状況が続きそうですが、新しいやり方も〝一

緒に〟学びながら「対話からは

じめよう!」の呼びかけは続け

ていきたいと思います。

若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め

読
書
推
進
運
動
協
議
会
で
は
、
成
人
式
や

卒
業
に
あ
わ
せ
て
「
若
い
と
き
に
読
ん
で
ほ

し
い
本
」
を
毎
年
選
定
し
て
い
ま
す
。
選
定

さ
れ
た
本
の
中
か
ら
、
特
に
お
す
す
め
の
本

を
紹
介
し
ま
す
。

・
14
歳
の
教
室
　
若
松
英
輔
／
著

進
む
べ
き
道
に
迷
っ
た
と
き
、先
が
見
え
ず

に
苦
し
い
と
き
、
こ
と
ば
が
君
を
支
え
て
く
れ

る
。
人
生
の
答
え
を
自
分
で
み
つ
け
る
た
め

の
、
素
朴
な
動
詞
を
め
ぐ
る
７
つ
の
授
業
。

・
イ
マ
ジ
ン
？
　
有
川
ひ
ろ
／
著

走
る
し
か
能
の
な
い
新
米
、
突
っ
走
る
。

憧
れ
の
映
像
制
作
の
現
場
に
飛
び
込
ん
だ
、

良
井
良
助
。
そ
こ
は
現
実
と
物
語
を
つ
な
げ

る
魔
法
の
世
界
だ
っ
た
。

図
書
消
毒
機
を
導
入
し
ま
し
た

図
書
の
殺
菌
消
毒
や
ほ
こ
り
な
ど
を
除
去

し
て
く
れ
る
図
書
消
毒
機
を
12
月
か
ら
図
書

館
で
導
入
し
て
い
ま
す
。
紫
外
線
を
使
っ
た

殺
菌
と
、
送
風
に
よ
り
ほ
こ
り
な
ど
を
除
去

し
て
く
れ
ま
す
。
６
冊
の
本
を
30
秒
間
で
行

い
ま
す
。
窓
口
近
く
に
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
休
館
案
内（
13
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

心
あ
た
た
ま
る
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
色

1
２
月
11
日
に
、
木
製
手
ま
わ
し
オ
ル

ゴ
ー
ル
の
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。
演
奏

は
、
永な
が

山や
ま

明あ
け

美み

さ
ん
。
図
書
館
で
は
２
度
目

の
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。「
時
を
め
ぐ
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
「
秋
桜
」
や

震
災
復
興
支
援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」、「
埴

生
の
宿
」
な
ど
12
曲
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
、
曲
の
解
説
や
谷
川
俊
太
郎
な
ど
の
詩
の

朗
読
を
交
え
な
が
ら
、
心
温
ま
る
オ
ル
ゴ
ー

ル
の
音
色
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
な
が
ら

聴
い
た
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
色
に
心
が
安
ら

い
だ
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

12
月
23
日
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
音
楽
と
詩

の
朗
読
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

演
奏
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
愛あ
い

川か
わ

義よ
し

夫お

さ
ん
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
と
朗
読
を
天あ
ま

野の

る
り

子
さ
ん
。
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
、
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ

ス
マ
ス
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
ジ
ョ
イ
フ
ル
な
ど
16

曲
の
演
奏
が
あ
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の

音
色
と
美
し
い
ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
声
は
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
聴
き
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。

を
大
き
な
画
面
で
見
て
、
今
年
も
サ
ン
タ
が

や
っ
て
き
て
、
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
子

ど
も
も
大
人
も
楽
し
み
ま
し
た
。

気
軽
に
狂
言
を
楽
し
む

２
月
19
日
、
ず
っ
こ
け
狂
言
ば
な
し
「
ど

ろ
ピ
カ
ぽ
ん
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

上
演
す
る
の
は
、
大
阪
の
「
民
族
芸
能
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
若
駒
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

民
謡
、
三
味
線
、
鼓
、
横
笛
、
日
本
舞
踊
な

ど
、
日
本
の
伝
統
芸
能
を
学
び
、
そ
こ
か
ら

数
々
の
作
品
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
作
品
は
、「
狂
言
」
の
古
典
「
柿
山

伏
」「
神
鳴
」「
二
人
袴
」
の
３
つ
を
元
に
、
創

作
し
た
も
の
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気

軽
に
狂
言
を
楽
し
め
る
作
品
で
す
。

ず
っ
こ
け
狂
言
ば
な
し
で
大
笑
い
し
ま
せ

ん
か
？
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
詳
細
は
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
文
化
の
力
で
、
町
を
、
人
を
、
元
気
に
！

お
知
ら
せ
し
た
公
演
は
、
感
染
症
予
防
対

策
を
行
い
、
開
催
い
た
し
ま
す
。

京
都
か
ら
劇
団
が
や
っ
て
来
ま
し
た

12
月
12
～
13
日
、
京
都
の
劇
団
・
下
鴨
車

窓
に
よ
る
演
劇
公
演「
微
熱
ガ
ー
デ
ン
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

と
あ
る
地
方
の
町
の
は
ず
れ
に
あ
る
ア

パ
ー
ト
で
、
謎
の
植
物
を
育
て
て
い
る
大
学

生
の
女
・
結
の
物
語
で
す
。
現
実
に
あ
り
そ

う
な
謎
の
多
い
物
語
に
、
観
客
は
引
き
込
ま

れ
、
生
の
舞
台
を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

12
月
19
日
、
小
さ
な
音
楽
会
に
よ
る
『
お

い
で
お
い
で X

'm
as X

'm
as

コ
ン
サ
ー
ト
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
演
は
、「
小
さ
な
音
楽
会
」
メ
ン
バ
ー
、

川か
わ

﨑さ
き

圭け
い

子こ

（
う
た
）、
福ふ
く

永な
が

奈な

津つ

子こ

（
ピ
ア

ノ
）、
横よ
こ

山や
ま

桂け
い

子こ

（
ピ
ア
ノ･

フ
ル
ー
ト･

キ
ー
ボ
ー
ド
）、
愛あ
い

川か
わ

義よ
し

夫お

（
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
）
と
、
ゲ
ス
ト
に
豊と
よ

國く
に

淳じ
ゅ
ん

子こ

（
ウ
ッ
ド

ベ
ー
ス
）
と
チ
ャ
ッ
ピ
ー
（
大
道
芸
）
の
６

人
。毎

年
恒
例
の
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
ク
リ
ス

マ
ス
の
歌
を
聴
い
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本

音
楽
と
本
が
紡
ぐ
世
界
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

地域おこし協力隊 清
きよ

山
やま

 美
み

咲
さ

さん

「ラテン語を学ぶことの
重要性」

ゴンザレズ・ディアニ

古代ローマの建造物、パ
ンテオン神殿
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引き続き、新型コロナウイルス感染症
対策の徹底を
11 月以降、本町でも新型コロナウイルスの感

染者が急増している状況です。感染の状況や取
るべき行動などは、県や本町の公式サイトでお知
らせしています。
町民の皆さんには、冷静な対応をお願いすると

ともに、①県外からの来県者と接する際はお互い
にマスク着用を、②会食は「みやざきモデル」の
徹底を、③勤務中や休憩中もマスク着用。運動な
どマスクを外す場で細心の注意を、といった「う
つらない」「うつさない」ための感染防止行動を
引き続きお願いします。
感染者は被害者であり、感染者への誹謗・中傷・

偏見・差別は厳禁です。今は我慢の時。1日も早
い収束を願い、町民一丸となって、この危機を乗
り越えましょう

12
月
８
日
、長
田
小
５
年
生
10

人
が
、ヤ
マ
メ
の
養
殖
、加
工
や

販
売
を
行
っ
て
い
る「
し
ゃ
く
な

げ
の
森
」（
池い

け

邊べ

美よ
し

紀の
り

代
表
）を

訪
れ
、生い

の
ち命
の
授
業
を
受
け
ま
し

た
。こ
れ
は
、同
代
表
が
、命
の
始

ま
る
瞬
間
に
立
ち
会
う
こ
と
で
、

生
命
の
神
秘
を
感
じ
、人
間
の
命

を
考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
企
画

し
た
も
の
で
す
。こ
の
授
業
で
児

童
は
渓け

い

流り
ゅ
うに
生
息
す
る
水
生
昆
虫

な
ど
か
ら
食
物
連
鎖
と
命
の
循

環
を
学
び
ま
し
た
。ま
た
、養
殖

場
で
は
人
工
授
精
の
様
子
を
見
学

し
、命
が
始
ま
る
瞬
間
を
真
剣
に

見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

12
月
11
日
、三
股
西
小
６
年
生

が
、校
庭
で
新
馬
場
の
棒
踊
り
を

披
露
し
ま
し
た
。同
校
で
は
、６

年
生
に
な
る
と
新
馬
場
棒
踊
り
保

存
会
の
川
畑
正
博
さ
ん
か
ら
指
導

を
受
け
、運
動
会
で
披
露
し
て
い

ま
す
。本
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、運
動

会
で
の
発
表
に
は
間
に
合
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、川
畑
さ
ん
の
根
気

強
い
指
導
に
よ
り
こ
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。６
年
生
の
息
の
合
っ
た

踊
り
に
保
護
者
や
５
年
生
は
魅
了

さ
れ
、感
想
を
求
め
ら
れ
た
川
畑

さ
ん
は
言
葉
に
な
ら
な
い
ほ
ど
感

激
し
て
い
ま
し
た
。

ＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳ
題話のちま

ヤ
マ
メ
の
人
工
授
精
を
見
学

長
田
小
児
童
へ
生
命
の
授
業

二ふ
た

見み

海か
い

心し
ん

さ
ん

（
長
田
小
５
年
）

「
ヤ
マ
メ
の
卵
は
、
生
ま
れ
て
３
秒
以
内
に
受

精
し
な
い
と
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
知
っ
て
、

命
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
」

参
加
者

町
議
会
議
員
と
し
て
長
年
活
躍

大
久
保
義
直
さ
ん
へ
叙
勲

地
方
自
治
に
お
け
る
長
年
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
大お

お

久く

保ぼ

義よ
し

直な
お

さ

ん
に
、日
本
の
勲
章
の
一
つ
で
あ

る
旭き

ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

が
授
与
さ
れ
、12

月
15
日
、町
長
室
で
伝
達
式
を
行

い
ま
し
た
。

大
久
保
さ
ん
は
、町
議
会
議
員

と
し
て
平
成
11
年
５
月
～
平
成
25

年
４
月
の
間
在
職
し
、平
成
19
年

５
月
～
平
成
21
年
４
月
に
は
町
議

会
副
議
長
を
務
め
る
な
ど
、長
き

に
わ
た
り
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。大
久
保
さ
ん
は
、令
和

２
年
９
月
に
逝せ

い

去き
ょ

さ
れ
た
た
め
、

妻
の
エ
チ
さ
ん
が
代
理
で
伝
達
を

受
け
ま
し
た
。

保
護
者
や
５
年
生
に

三
股
西
小
児
童
が
棒
踊
り
を
披
露

Topics

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

県
独
自
の｢

緊
急
事
態
宣
言
」発
令

12
月
４
日
、町
役
場
で
町
と
大

和
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
㈱
の
包
括
連
携

協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
和
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
㈱
は
、日
本

初
と
な
る
竹
笹
を
原
料
と
し
た

家
畜
飼
料
や
有
機
肥
料「
笹
サ
イ

レ
ー
ジ
」の
製
造
・
販
売
に
取
り

組
む
会
社
で
、都
城
市
を
中
心
に

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
放
置
竹
林
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、竹
林
の
無
償
伐

採
な
ど
の
地
域
の
環
境
対
策
に
関

す
る
こ
と
や
笹
サ
イ
レ
ー
ジ
を
営

農
に
利
用
す
る
資
源
の
有
効
活
用

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、４
項
目
で

連
携
し
て
い
き
ま
す
。

大
和
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
株
式
会
社
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結

親
子
で
一
緒
に
ト
ン
テ
ン
カ
ン

町
子
連
が
親
子
も
の
作
り
を
開
催

12
月
６
日
、ふ
れ
あ
い
中
央
広

場
で
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
が
主
催
す
る「
親
子
も
の
作
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
は
屋

外
で
し
た
が
、受
け
付
け
を
済
ま

せ
た
参
加
者
は
、
検
温
や
消
毒
、

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
コ
ロ
ナ
対
策

を
し
っ
か
り
行
い
、工
作
材
料
を

受
け
取
り
ま
し
た
。作
成
し
た
の

は
、ひ
っ
く
り
返
す
と
踏
み
台
に

も
な
る
木
製
ボ
ッ
ク
ス
。会
場
に

は
金
づ
ち
で
釘
を
打
つ
音
と
、歓

声
が
響
き
、参
加
者
は
、親
子
で

協
力
し
な
が
ら
作
成
し
た
ボ
ッ
ク

ス
を
笑
顔
で
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

優ゆ
う

さ
ん

（
三
股
西
小
３
年
）

「
ボ
ッ
ク
ス
を
作
る
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、釘

打
ち
の
勉
強
に
な
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
う

ま
く
で
き
た
の
で
、本
と
か
を
入
れ
た
い
で
す
」

参
加
者

田た

中な
か

浩こ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

（
都
城
市
在
住
）

「
わ
が
社
の
特
徴
で
あ
る
無
償
で
の
竹
林
伐
採

で
、
田
畑
や
里
山
を
整
備
し
、
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
」

大
和
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
㈱

代
表
取
締
役

緒お

方が
た

真ま

由ゆ

美み

さ
ん

（
東
植
木
在
住
）

早わ
さ

田だ

光み
つ

姫き

さ
ん

（
三
股
西
小
６
年
）

「
最
初
は
絶
対
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
が
、練

習
を
重
ね
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。何

よ
り
踊
っ
て
み
て
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
で
す
」

参
加
者

大お
お

久く

保ぼ

エ
チ
さ
ん

（
山
王
原
在
住
）

「
本
人
も
喜
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。長
い

間
、
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
、
支
え
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」

代
理
出
席
者（
妻
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
が
昨
年
11
月
ご
ろ
か
ら
全
国

的
に
増
え
、第
３
波
の
襲
来
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。県
内
で
も
年

末
年
始
に
か
け
て
感
染
者
が
急
増

し
、１
月
６
日
に
は
最
多
と
な
る

１
日
に
１
０
５
人
の
感
染
者
が
判

明
し
ま
し
た
。
特
に
、
都
城
・
北

諸
県
圏
域
で
は
６
日
時
点
で
、直

近
の
人
口
10
万
人
あ
た
り
の
新
規

感
染
者
数
が
59・７
人
を
記
録
し
、

３
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー（
感
染
集
団
）

が
発
生
す
る
な
ど
、厳
し
い
状
況

に
。こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
を

踏
ま
え
、県
は
７
日
、県
内
全
域

に「
緊
急
事
態
宣
言
」を
発
令
し
、

次
の
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

・
主
な
行
動
要
請

①
原
則
、外
出
自
粛

②
原
則
、県
外
と
の
往
来
自
粛

③
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延
期

④�

会
食
は
４
人
以
下
、２
時
間
以
内

⑤
テ
レ
ワ
ー
ク
、時
差
出
勤
の
推
奨

⑥
高
齢
者
等
と
の
会
食
配
慮

・�

飲
食
店
の
午
後
８
時
ま
で
の
営

業
時
間
短
縮

こ
れ
ら
の
要
請
期
間
は
２
月
７

日
ま
で（
１
月
20
日
時
点
）で
す
。

要
請
期
間
は
過
ぎ
た
と
し
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
に
は
、あ
ら
ゆ
る

場
面
で
引
き
続
き
、
マ
ス
ク
着

用
、手
指
消
毒
や
手
洗
い
な
ど
の

徹
底
、３
密
を
避
け
る
と
い
っ
た

感
染
防
止
対
策
を
と
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

日日常常生生活活ででのの基基本本的的感感染染対対策策

宮崎県新型コロナウイルス感染症
対策特設サイト

本町公式サイト感染者情報一覧
ページ

出典：宮崎県新型コロナウイルス感染症対策特設サイトより
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せら知おせら知お

愛
の
ご
寄
付

こ
れ
ま
で
、※
障
害
基
礎
年
金
等
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
障
害
基
礎
年
金
等
の

額
が
児
童
扶
養
手
当
の
額
を
上
回
る
場

合
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
以

降
は
、児
童
扶
養
手
当
の
額
が
障
害
年
金

の
子
の
加
算
部
分
の
額
を
上
回
る
場
合
、

そ
の
差
額
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※�

国
民
年
金
法
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年

金
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
よ
る

障
害
補
償
年
金
な
ど
。

●
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
・
死
亡
な
ど

の
理
由
で
父
親
や
母
親
が
い
な
い
児
童

や
、
父
親
や
母
親
が
中
程
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
児
童
が
、
健
や
か
に
育
つ
こ
と

を
目
的
に
、
そ
の
児
童
を
育
て
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

※�

支
給
に
は
所
得
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。

●
月
額

●�

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
に

必
要
な
手
続
き

◦�

す
で
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者

と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
人

⇒
原
則
、申
請
は
不
要
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
子
育
て
と
仕
事
を
一
人
で
担

う
ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
臨

時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す
。
２
月
26

日（
金
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
が
必
要
な
人

①�

公
的
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
こ
と

で
、令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人

◦�

基
本
給
付（
１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子

以
降
３
万
円
）を
受
け
取
れ
ま
す
。

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
収
入
が
減
少
し
た
人
は
、
追
加
給
付

（
１
世
帯
５
万
円
）も
受
け
取
れ
ま
す
。

②�

令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

は
受
給
し
て
い
な
い
が
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

家
計
が
急
変
し
、収
入
が
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同
じ
水
準

と
な
っ
て
い
る
人

◦�

基
本
給
付
を
受
け
取
れ
ま
す
。

③�

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の

基
本
給
付
を
受
け
た
ひ
と
り
親
家
庭

の
人
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
人

◦
追
加
給
付
を
受
け
取
れ
ま
す
。

●
支
給
要
件
や
申
請
方
法

支
給
に
は
収
入
な
ど
の
要
件
が
あ
る
ほ

か
、申
請
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
再
支
給
分
も
あ
わ
せ
て
手
続
き

が
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

福
祉
課�

児
童
福
祉
係

☎
52
－
９
０
６
０

国
が
実
施
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム【
通
称
：
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
】の
全
国
一

斉
情
報
伝
達
訓
練（
第
３
回
）に
合
わ
せ

て
、
本
町
で
も
情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

町
内
各
所
に
設
置
し
て
い
る
防
災
行
政

無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
次
の
日
程
で

音
声
が
一
斉
に
流
れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�
日
時
＝
２
月
17
日（
水
）午
前
11
時
ご
ろ

●�

試
験
方
法
＝
防
災
行
政
無
線（
広
報
塔
）

を
使
用
し
ま
す
。

●�

放
送
内
容
＝
コ
ー
ル
サ
イ
ン（
１
回
鳴

ら
し
ま
す
）⇒「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
テ
ス
ト
で
す
。」（
３
回
鳴
ら
し
ま

す
）⇒
下
り
チ
ャ
イ
ム（
１
回
鳴
ら
し

ま
す
）

※�

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム「
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
」は
、
国
が
人
工
衛
星
を
使
い
、
町

の
防
災
行
政
無
線
を
直
接
起
動
さ
せ

て
、
緊
急
事
態
の
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

※�

災
害
発
生
や
気
象
状
況
に
よ
っ
て
は
、

情
報
伝
達
試
験
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
中
止
す
る
場
合
は
、
防
災
行

政
用
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

総
務
課�

危
機
管
理
係

☎
52
－
１
１
１
０

◦�

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
と
し
て

認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

⇒�

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
福
祉
課
児
童

福
祉
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
福
祉
課
か
ら
案
内
な
ど
の
送
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
注
意
事
項

・�

障
害
基
礎
年
金
等
以
外
の
公
的
年
金

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
ど
お
り
、
公
的
年

金
な
ど
の
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
を

下
回
る
場
合
に
、
そ
の
差
額
分
を
児
童

扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。

・�

通
常
、
児
童
扶
養
手
当
は
、
申
請
の
翌

月
分
か
ら
支
給
開
始
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い

た
た
め
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き

な
か
っ
た
人
の
う
ち
、
令
和
３
年
３
月

１
日
に
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る

人
は
、
６
月
30
日（
水
）ま
で
に
申
請

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
令
和
３
年
３
月

分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

福
祉
課　
児
童
福
祉
係　
　
　
　
　
　

　
☎
52
－
９
０
６
０

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
に
よ
り

死
亡
・
障
害
・
ケ
ガ
を
し
た
場
合
に
、
お

互
い
に
助
け
合
い
、
見
舞
金
を
支
払
う
制

度
で
す
。
次
の
と
お
り
加
入
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

●�

支
部
長
を
通
じ
て
の
申
込
期
間
＝
２
月

１
日（
月
）
～
３
月
25
日（
木
）

●�

共
済
期
間
＝
４
月
１
日
～
令
和
４
年
３

月
31
日
ま
で（
１
年
間
）

※�

個
人
で
申
し
込
み
を
す
る
場
合
は
、
４

月
以
降
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
共
済
期

間
は
、
受
付
日
の
翌
日
か
ら
に
な
り
ま

す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
加
入
資
格
＝
町
民（
外
国
人
住
民
含
む
）

※�

修
学（
学
生
）の
た
め
一
時
的
に
町
外
に

転
出
し
て
い
る
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

●�

申
込
方
法
＝
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
掛
金
を
添
え
て
、
支
部
長
ま

た
は
町
役
場(

案
内
窓
口)

・
郵
便
局

(

ゆ
う
ち
ょ
銀
行)

ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※�

申
込
用
紙
は
、
支
部
長
へ
配
付
し
ま

す
。ま
た
、町
役
場（
案
内
窓
口
）に
も

あ
り
ま
す
。

●�

共
済
掛
金
＝
１
人
に
つ
き
５
０
０
円

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝

町
役
場�

案
内
窓
口

☎
52
－
１
１
１
１

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）の
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験（
第
３
回
）を
実
施

し
ま
す

寄
付
者
一
覧

12
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人�

三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●�

忌
明
寄
付

●�

一
般
寄
付�

茶さ

道ど
う

裏う
ら

千せ
ん

家け

淡た
ん

交こ
う

会か
い�

宮み
や

崎ざ
き

支し

部ぶ

都み
や
こ
の

城じ
ょ
う

分ぶ
ん

会か
い��

江え

夏な
つ

恵け
い

子こ

…
５
千
円

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
の
申
請
は
２
月
26
日
ま
で

「
児
童
扶
養
手
当
」が
変
わ
り

ま
す

支
給
対
象

児
童
数

全
部
支
給

一
部
支
給

※�

所
得
に
応
じ
て
金
額

を
決
定

１
人

４
万
３
１
６
０
円
４
万
３
１
５
０
円
～

１
万
１
８
０
円

２
人
目

の
加
算
額

１
万
１
９
０
円
１
万
１
８
０
円
～

５
１
０
０
円

３
人
目
以
降

の
加
算
額

６
１
１
０
円
６
１
０
０
円
～

３
０
６
０
円

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

瀬せ

尾お

ア
ヤ
子こ

夫

光み
つ
則の
り

90

梶
山

５
万
円

瀬せ

尾お

ア
ヤ

夫

寛ひ
ろ

典の
り

93

梶
山

10
万
円

野の

元も
と

康や
す

惠え

夫

康や
す

弘ひ
ろ

85

東
原

５
万
円

宮み
や

里ざ
と

玲れ
い

子こ

母

ミ
サ
子こ

97
小
鷺
巣
３
万
円

福ふ
く

留ど
め

裕ゆ
う

一い
ち

母

道み
さ

子こ

86

上
米

２
万
円

釘く
ぎ

﨑さ
き

令れ
い

子こ

夫

五い
つ
男お

71
西
植
木
３
万
円

石い
し
坂ざ

か
い
つ
子こ

夫

五い
つ
男お

73

櫟
田

３
万
円

去さ
る

川か
わ

洋ひ
ろ

見み

母

ミ
ツ

102

轟
木

３
万
円

市
町
村
交
通
災
害
共
済
加
入
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

み っつの密を避けて

ざ せきは間隔を空けて

き れいに手指消毒

密密集集

密密接接 密密閉閉

も りつけは小皿で一人ひとり

で んわ連絡先をお店に告げて

ール、ガイドライン遵守の
お店を利用しましょう。

みやざきモデルで
会食を楽しみましょう！

や めよう大声、大人数、長時間
静かなマスク会食を

ル

実
践
し
ま
し
ょ
う
！

会
食
は「
み
や
ざ
き
モ
デ
ル
」で

出典：宮崎県新型コロナウイルス感染症対策特設サイトより
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祉福と健保祉福と健保 祉福と健保 祉福と健保

親
子
で
体
を
動
か
し
な
が
ら
、
心
地
よ

い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。
参
加
さ
れ
る
方

は
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
日
＝
３
月
８
日（
月
）　

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」大
会
議
室

●�

講
師
＝
田
鍋�

い
ず
み
先
生（
Ｏ
Ｋ
Ｊ
認

定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
主
催
＝
宮
日
母
子
福
祉
事
業
団

●
定
員
＝
10
組（
要
予
約
）

誕
生
日
の
お
友
達
を
み
ん
な
で
お
祝
い

し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
３
月
９
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

当
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
近
所
で
助
け
合
う

子
育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。“
依

頼
者
は
信
頼
・
安
心
し
て
預
け
、
提
供
者

は
大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
預
か
っ
て
く
れ

る
”そ
ん
な
、
お
互
い
に
と
っ
て
優
し
さ

や
喜
び
が
響
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
事
前
に
会
員
登
録
が
必

●�

期
日
＝
毎
週
水
曜
日

　
（
２
月
17
日
は
、休
み
）

●�

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●�

講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

●�

定
員
＝
７
組（
要
予
約
）

子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
の
サ
ー
ク
ル

「
い
も
ん
子
ク
ラ
ブ
」と
手
遊
び
や
製
作

を
通
し
て
触
れ
合
い
ま
し
ょ
う
。

●�

期
日
＝
２
月
18
日（
木
）　

●�

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●�

定
員
＝
７
組（
要
予
約
）

子
育
て
の
悩
み
や
発
達
の
不
安
な
ど
を

気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
小
さ
な

集
団
遊
び
」と
ひ
か
り
園
の
先
生
を
交
え

て
お
母
さ
ん
の
座
談
会
を
行
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

●�

期
日
＝
２
月
25
日（
木
）　

●�

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●�

講
師
＝
都
城
ひ
か
り
園
の
先
生

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」大
会
議
室
と
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
お
き
な
木
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

●
期
日
＝
３
月
４
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
定
員
＝
７
組　
（
要
予
約
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
す
。（
保
護
者
同
伴
が

原
則
）。

開
放
日
は
、
月
～
金
曜
の
午
前
９
時
～

正
午
ま
で
と
、
午
後
１
時
～
３
時
で
す
。

ま
た
開
放
日
に
合
わ
せ
て
、
毎
月
楽
し
い

行
事
や
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト
で

も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
と
遊
べ
る
場
所
を
探
し
て
い

る
」「
お
友
達
を
つ
く
り
た
い
」お
母
さ
ん

は
、ぜ
ひ
親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

●�

期
日
＝
２
月
16
日（
火
）

●�

時
間
＝
午
前
10
時
～

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」大
会
議
室

●�

定
員
＝
15
組（
要
予
約
）

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
先
生

と
一
緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●�

期
日
＝
３
月
４
日（
木
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
令
和
２
年
２
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
も
実
施
し
ま
す
。
お
っ
ぱ
い
相
談

希
望
者
は
タ
オ
ル
３
枚
程
度
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●�

期
日
＝
２
月
25
日（
木
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
平
成
29
年
７
月
生
ま
れ

●�

期
日
＝
３
月
11
日（
木
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
平
成
29
年
８
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

質
問
票
、検
尿

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
、
心
理
相
談
、
こ
と

ば
の
相
談
、栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

力
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
、
３
食
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
て
、
規
則
正
し
い
生
活
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
低
栄
養
と
は
？

食
欲
の
低
下
や
食
事
が
食
べ
に
く
く

な
っ
た
な
ど
の
理
由
か
ら
徐
々
に
食
事
量

が
減
り
、
体
を
動
か
す
た
め
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
筋
肉
や
内
蔵
な
ど
を
作
る
た

ん
ぱ
く
質
が
不
足
し
た
状
態
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

つ
い
つ
い
菓
子
パ
ン
や
麺
類
、
ご
飯
と

漬
物
だ
け
な
ど
単
品
メ
ニ
ュ
ー
に
な
り
が

ち
で
す
が
、
医
師
か
ら
制
限
を
か
け
ら
れ

て
い
る
人
以
外
は
、肉
、魚
、卵
、乳
製
品
、

大
豆
製
品
な
ど
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
含
む

食
品
を
毎
食
お
か
ず
に
１
品
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。
好
き
な
も
の
だ
け
に
偏
ら
ず
、

ま
ず
は
１
日
１
日
の
食
事
を
健
康
に
、
お

い
し
く
、楽
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

要
で
す
。
急
な
用
事
に
備
え
て
早
め
の
登

録
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

〈
現
在
行
っ
て
い
る
援
助
活
動
〉

◦�

用
事
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
の

子
ど
も
の
預
か
り

◦
習
い
事
へ
の
送
迎　
な
ど

●�

利
用
料
金
＝
町
が
一
人
目
の
み
1
時
間

３
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
後
の
料
金
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

※�

時
間
外
の
場
合
は
、留
守
番
電
話
に
お
名

前
と
電
話
番
号
を
残
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
ス
ト

レ
ッ
チ
、
音
楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
、
歩
く

動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

期
日=

２
月
15
日（
月
）

●�

時
間=

午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の=

運
動
靴
、タ
オ
ル
、

水
分

●�

場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

総
ぐ
る
み
献
血
参
加
運
動
と
は
、
町
内

の
全
て
の
皆
さ
ん
に
献
血
の
協
力
を
呼

び
掛
け
る
運
動
で
、
県
、
各
市
町
村
、
推

進
団
体
、
血
液
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、
県

内
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
輸
血
用
の
血
液

は
、
事
故
や
手
術
だ
け
で
な
く
、
そ
の
多

く
は
病
気
治
療
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
血
液
は
長
期
保
存
が
で
き
な

い
た
め
、
常
に
皆
さ
ん
の
協
力
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。
安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定

し
た
供
給
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

期
日
＝
２
月
25
日（
木
）

●�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

（
休
憩　
正
午
～
午
後
１
時
）

●�

場
所
＝
町
役
場

（
１
階
ロ
ビ
ー
で
受
け
付
け
後
、
献
血

車
内
で
行
い
ま
す
）

●�

献
血
の
種
類
＝
４
０
０
㎖
献
血

●�

献
血
対
象
者
＝

◦�

男
性
＝
17
～
69
歳
、女
性
＝
18
～
69
歳

◦�

体
重
50
㎏
以
上
の
体
調
の
良
い
人

※�

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
人
は
60
～
64
歳

ま
で
に
献
血
経
験
が
あ
る
人
に
限
ら

れ
ま
す
。
そ
の
他
、
当
日
の
問
診
で
献

血
で
き
な
い
と
判
断
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※�

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
人
に
は
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※�

検
査
後
、
血
液
型（Rh

±
を
含
む
）や

健
康
管
理
の
目
安
と
な
る
検
査
数
値
を

希
望
す
る
人
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
健

康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
長
期
化
す
る
な
か
で
、
外
出
を
控
え
自

宅
で
長
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
環

境
下
で
は
、
心
身
の
機
能
が
低
下
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
感
染
の
リ
ス
ク
に

は
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、
健
康
の
維
持
に

向
け
た
取
組
が
重
要
で
す
。
家
の
中
や
庭

な
ど
で
の
体
操
や
、
で
き
る
範
囲
で
家
事

を
す
る
な
ど
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
低
栄
養
を
予
防
し
、
免
疫

利
用
時
間

１
時
間
当
た
り
の
利
用
料

月
〜
金
曜

午
前
７
時
〜
午
後
7
時

３
０
０
円

月
〜
金
曜
の
早
朝
、
夜
間

と
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

子
ど
も
１
人
目
の
み

５
０
０
円

兄
弟
利
用
２
人
目
か
ら

４
０
０
円

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

一　
般

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
８
６
３
４・９
０
６
３

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

３
歳
児
健
診

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

２
日
25
日（
木
）は「
三
股
町
総

ぐ
る
み
献
血
参
加
運
動
」の
日

で
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
健
診
お
よ
び

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
延
期
ま
た
は
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
健
診（
１
歳
児
の
み
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

友
達
つ
く
ろ
う
！
一
緒
に
あ
そ
ぼ
う
！

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
教
室

お
は
な
し
か
い

親
子
ビ
ク
ス

誕
生
会（
２・３
月
生
ま
れ
の
お
友
達
）

足もと元気教室
●日程＝２月15日～３月14日までの分
地区名 時間 場所 日程

1 地区 午前9時30分～11時 第 1 地区分館
２月19日（金）

３月５日（金）

2 地区 午後1時30分～3時 2 地区交流プラザ ３月４日（木）

3 地区 午後1時30分～3時 第 3 地区分館
２月25日（木）

３月11日（木）

4 地区 午前9時30分～11時 第 4 地区分館 ２月17日（水）

5 地区 午後1時30分～3時 轟木集落センター ２月18日（木）

蓼池 午前9時30分～11時 蓼池児童館
２月18日（木）

３月４日（木）

花見原 午前9時30分～11時 花見原コミュニティセンター ３月３日（水）

餅原 午前9時30分～11時 餅原営農研修館 ２月15日（月）

三原 午後1時30分～3時 三原コミュニティセンター ２月17日（水）

中原 午前9時30分～11時 中原コミュニティセンター
２月24日（水）

３月10日（水）

今市 午前9時30分～11時 今市児童館 ３月１日（月）

下新 午前9時30分～11時 第 7 地区分館 ３月12日（金）

8 地区 午前9時30分～11時 第 8 地区分館 ２月26日（金）

9 地区 午後1時30分～3時 第 9 地区分館
２月24日（水）

３月10日（水）
●準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※２月 1 日～ 14 日の日程は『広報みまた先月号』をご参照ください。
※ 新型コロナウイルス感染症対策として、2 月以降の日程につきまし

て、足もと元気教室の開催を中止する場合もあります。参加される
場合は、事前に町地域包括支援センターまでご確認ください。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８
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（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

交通事故（人身）発生ワースト順位�◎県内第15位／令和2年11月30日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

24
歳　
Ｈ
・
Ｏ

「
犯
し
た
罪
と
向
き
合
い
」①
（
全
３
回
）

平
成
27
年
の
あ
る
月
、
何
も
関
係
な
い

女
性
の
命
を
奪
う
と
い
う
、
人
と
し
て
一

番
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

私
は
会
社
が
隣
町
に
あ
っ
た
た
め
、
毎

日
車
で
通
勤
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日

も
一
日
の
作
業
が
終
わ
り
、
車
で
会
社
か

ら
帰
宅
す
る
途
中
で
し
た
。
こ
の
日
は
、

い
つ
も
の
時
間
帯
よ
り
早
く
仕
事
を
終

え
、
い
つ
も
走
り
慣
れ
た
道
を
運
転
し
て

い
る
と
き
で
し
た
。

ふ
と
、
た
ば
こ
が
吸
い
た
く
な
り
、
い

つ
も
置
い
て
あ
る
場
所
を
手
探
り
で
探

し
ま
し
た
。
前
方
の
信
号
機
が
青
色
を

表
示
し
て
い
る
の
を
一
旦
確
認
し
た
後
、

「
こ
の
信
号
が
赤
色
に
変
わ
り
停
ま
る
事

は
そ
う
な
い
か
ら
、
今
回
も
停
ま
る
事
は

な
い
だ
ろ
う
」
と
思
い
込
み
、
助
手
席
に

目
を
移
し
、
た
ば
こ
と
ラ
イ
タ
ー
を
鞄
か

ら
探
し
出
し
、
た
ば
こ
に
火
を
つ
け
る
な

ど
し
て
脇
見
を
し
な
が
ら
運
転
し
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
前
方
の
信
号
が
赤
色
に
変

わ
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
た
ば

こ
に
火
を
つ
け
、
前
方
を
確
認
し
た
際
、

横
断
歩
行
し
て
い
る
人
の
姿
を
発
見
し
、

「
や
ば
い
」
と
思
い
、
急
い
で
ブ
レ
ー
キ
を

踏
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
間
に
合
わ
ず
、「
ド
ン
ッ
！
」

と
い
う
鈍
い
音
と
と
も
に
、
歩
行
者
を
車

の
前
部
に
衝
突
さ
せ
、
路
上
に
転
倒
さ
せ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。「
と
ん
で
も
な
い

こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
」
と
思
い
、
す
ぐ

に
車
か
ら
降
り
て
被
害
者
の
女
性
の
も
と

に
駆
け
寄
り
、
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
す
る

と
、
返
事
が
あ
っ
た
の
で
、
急
い
で
救
急

車
を
手
配
す
る
と
と
も
に
、
警
察
の
方
に

も「
人
を
は
ね
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
」と

通
報
し
ま
し
た
。

贖いとは、罪を償うという意味。

　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさ
ないよう、心の戒めにしていただきた
いと思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

休日急患診療機関くらしのカレンダー

情のしらく　 報情のしらく 報

〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

３月１日（月）は納期限です
納期限内に納付しましょう。
●固定資産税（第4期）
●国民健康保険税（第8期）

口座振替は 2 月 25 日（木）に行います。また、再振替は 3
月10日（水）に行います。前日までに預貯金口座の残高確認
をお願いします。なお、解約などで口座振替ができなかっ
た場合は、「口座振替不能用の納付書」を送付します。納付書
に記載されている納付場所で早急に納めてください。
■お問い合わせ＝納税管理係☎52－9635
町県民税申告が始まります

令和 3 年度（令和 2 年分）町県民税申告を 2 月 1 日（月）
から 3 月 15 日（月）まで受け付けます（土曜（2 月 6 日以
外）・日曜は除く。2 月 1 日（月）から 6 日（土）までは事前
予約制）。申告日時や申告に必要なものなどは、「１月 15 日
付回覧」に添付したチラシをご参照ください。昨年に引き続

き、申告書にマイナンバーの記載が必要です。
◎申告が必要な人

令和 3 年１月１日現在、町内に住所があり、
◦事業所得などがある人（申告が必要でない人を除く）
◦�社会保険料控除や医療費控除など、その他諸控除の適用

を受けようとする人
◦非課税所得（遺族年金・雇用保険金など）がある人
◦�収入が全くない人（所得・課税証明や国民健康保険税など

の算定に必要）
◎申告が不要な人
◦所得税の確定申告書を税務署に提出する人
◦�給与所得のみで、勤務先から年末調整済みの給与支払報

告書が町に提出され、医療費控除など年末調整の対象と
ならない諸控除の適用を受けない人
◦公的年金所得のみで、諸控除の適用を受けない人
■お問い合わせ＝住民税係☎52－9638

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和３年１月1日現在） ◦男／11,848人◦女／13,569人◦合計／25,417人（前月比＋0人）
◦世帯数／10,448戸（＋9戸）◦出生／18人◦死亡／23人◦転入／78人◦転出／73人

※ 休日急患診療機関の診療時間は午前9時～午後6時です。やむを得ず変更
する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜
間急病センター☎36-8890まで）。なお歯科については☎25-4100にお
問い合わせください。

日 病院名 町　名 電話番号

7 日

政所医院（小・内） 高 城 町 ☎58-2171
冨田医院（内） 栄 町 ☎23-4586
瀬ノ口内科放射線科医院（内） 都 原 町 ☎25-7780
三州病院（外・胃・内） 花 繰 町 ☎22-0230
池之上整形外科（整・リハ・リウ） 上 川 東 ☎23-2311
くぼた眼科（眼） 南鷹尾町 ☎26-3100

11木

はしぐち小児科（小） 都 原 町 ☎24-5500
鵜木循環器内科医院（循・内） 花 繰 町 ☎26-0008
海老原内科（内） 山 田 町 ☎64-1211
横山病院（泌） 都 島 町 ☎22-2806
飯田整形外科クリニック（整） 上 町 ☎46-5115
たき心療内科クリニック（心内・精・神内） 若 葉 町 ☎46-9191

14日

柳田病院（小・内） 東 町 ☎22-4862
伊達クリニック（内・循） 牟 田 町 ☎36-7088
大岐医院（内・胃） 山之口町 ☎57-2025
山路医院（外・内） 山 田 町 ☎64-3133
いき形成外科ひふ科クリニック(形・皮) 年 見 町 ☎45-0020
ふたみ眼科（眼） 都 北 町 ☎38-5532

21日

原田医院（内・小・外） 郡 元 町 ☎26-3330
森山内科・脳神経外科（内） 南鷹尾町 ☎21-5000
長倉医院（内） 三 股 町 ☎52-2109
吉松病院（外・整） 蔵 原 町 ☎25-1500
石井皮膚科医院（皮） 蔵 原 町 ☎23-4588
すみ産婦人科医院（産・婦） 東 町 ☎23-1152

23火

早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） 早 水 町 ☎36-6117
村上循環器内科クリニック（循・内） 宮 丸 町 ☎25-2700
ライフクリニック（内） 安 久 町 ☎39-2525
吉見クリニック（外・整・内） 高 城 町 ☎58-5633
川畑医院（外・胃） 年 見 町 ☎46-3225
野田医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎24-8553

28日

志々目医院（内・小） 山之口町 ☎57-2004
田口循環器科内科クリニック（内） 下 川 東 ☎24-0600
佐々木医院（内） 高 崎 町 ☎62-1103
メディカルシティ東部病院（脳） 立 野 町 ☎22-2240
よしかわクリニック（麻・整・内） 前 田 町 ☎23-9384
丸田病院（産・婦） 八 幡 町 ☎23-7060★コロナウイルス対策により、急遽休館になる場合があります。ホームページでご確認ください。

2月 2月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
可燃物
図書館休館日

可燃物 可燃物

７ ８ ９ 10 11
建国記念の日

12 13
可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル
図書館休館日

可燃物

14 15 16 17 18 19 20
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物

21 22 23
天皇誕生日

24 25 26 27
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

不燃物 可燃物

28

前２回の記事で、みなさんがお住いのふるさと三股について、
その名前の起源にかかわる記事を紹介しました。「水俣」と「三
俣」です。ところで、昭和 60 年発行の『三股町史�改

かい

訂
てい

版
ばん

』には
「三股の名の起こり」との項目があり、以下に一部抜粋します。
三股の地は古文書や古書によると「水俣」・「三俣」の字をもっ

て書かれ、「古くは川三条、股になりて流れたりという」とある
ので、およそ大淀川の支流が本流と合流する諸県の東一帯を
「水俣」あるいは「三俣」と呼んでいたようである。
この一文は、昭和 36 年発行の『三股町史』とほとんど変わ

りませんが、カギ括弧の「古くは川三条～」の部分が『改訂版』
で追加されています。水俣は駅という地点の名前で、三俣は院
という広域名ですので、混同のある文章ですが、困ったことに
「この古書とは何ですか？」「川三条の川はどこですか？」とい
う問い合わせが過去にありました。この部分の引用元は不明で、
川も不明のままです。『改訂版』の参考文献には『大

だ

宰
ざい

管
かん

内
ない

志
し

』
（1841 年、伊

い

藤
とう

常
つね

足
たり

著）があり、その中に「水俣の名義は二流合
あい

流
なが

るる処
ところ

」とあります。二つの川が合流する付近を地形にちな
んで、水俣と呼んだのではないかとしています。地名は地形か
ら生まれることが多いので、「三股」地名がなぜ生まれたかの答
えの一つかもしれません。
●お問い合わせ＝生涯学習係　☎52−9311

町史へのいざない
三股地名の発祥④

三
股
町
史

※ 来月号から新しいコーナーが始まるため、「町史へのいざない」はお
休みします。 12広報みまた2021.2



POST CARD

お手数ですが
63 円切手を
貼ってお出し

ください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

期日＝当分の間中止
次回のみまたん駅前よかもん朝市�

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女
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み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市
は
、コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
当

面
の
間
中
止
で
す
。

●
お
い
し
く
健
康
に

今
回
は
、
五
本
松
に
あ
る
㈱
原
田
青
果

さ
ん
の『
黒
み
つ
ら
っ
き
ょ
う
』
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
ら
っ
き
ょ
う
や
に
ん
に
く
、

ご
ぼ
う
な
ど
、
お
い
し
い
野
菜
を
生
産
し

て
い
る
原
田
青
果
自
慢
の
ら
っ
き
ょ
う
を

「
お
年
寄
り
か
ら
小
さ
な
お
子
様
ま
で
多

く
の
人
に
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
熱
い
思
い
か
ら
、
商
品
開
発

に
向
け
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
や
っ
と

完
成
し
た
商
品
で
す
。
九
州
産
の
ら
っ
き

ょ
う
を
使
用
し
、
黒
み
つ
の
優
し
い
甘
さ

の
お
か
げ
で
ら
っ
き
ょ
う
特
有
の
辛
み
や

匂
い
が
や
わ
ら
ぎ
、
大
変
食
べ
や
す
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ら
っ
き
ょ
う
に
は

水
溶
性
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
健
康
維
持
に
も

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
142

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信

ん
じ
ゃ
様

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

定
休
日
／
毎
週
木
曜
日

仲
町
在
住 

長な
が

井い

の
ぞ
み（
44
）さ
ん

輝
く
未
来
を
目
指
し
て

「
自
信
」が
輝
き
を
生
む

外
見
だ
け
で
な
く
、
内
面
の
美
し
さ

も
競
う
ミ
セ
ス
ジ
ャ
パ
ン
。
長
井

さ
ん
は
、
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
宮
崎
大

会
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。
出
場
の

き
っ
か
け
は
、
前
回
大
会
に
出
場
し
、
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
友
人
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
輝
い
て
見
え
、
美
に
あ
ま
り
興
味

の
な
か
っ
た
自
分
で
も
輝
く
こ
と
が
で
き

る
の
か
挑
戦
し
た
か
っ
た
か
ら
。
結
果
を

残
す
こ
と
よ
り
も
、
立
ち
振
る
舞
い
な
ど
、

自
分
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
し
た

こ
と
で
、
レ
ッ
ス
ン
や
大
会
を
通
し
て
自

分
の
行
動
に
今
ま
で
以
上
に
自
信
が
持
て

る
よ
う
に
な
っ
た
。「
心
が
元
気
な
ら
体
が
、

体
が
元
気
な
ら
心
が
元
気
に
な
る
。
そ
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
輝
く
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
」と
話
す
。
今
後
の
目

標
は
、
４
月
に
開
催
予
定
の
日
本
大
会
で

も
輝
く
こ
と
と
、
ま
ち
の
皆
さ
ん
が
輝
く

た
め
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
。「
長
井
さ

ん
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
か
ら
、
私
も
が
ん

ば
ろ
う
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
き
た
い
」輝
き
続
け
る
た
め
の

挑
戦
は
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

注
目
の
野
菜
で
す
。『
黒
み
つ
ら
っ
き
ょ

う
』に
は
蜜
漬
け
と
個
包
装
の
も
の
が
あ

り
、
ご
自
宅
用
や
お
土
産
用
な
ど
用
途
に

合
わ
せ
て
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。
た
く

さ
ん
食
べ
た
い
方
に
は
、
大
容
量
の
ケ
ー

ス
入
り
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

http://mimatan.com

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！

問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481

毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

2 月にあるイベントと言えば、節
分です。私も 3 日には豆まきをと
思っていましたが、なんと今年の節
分は 2 日です。これは、節分が立春
の前日とされているから。3 日で固
定されているわけではないのです。
節分が 2 日になるのは 124 年ぶ
りのことで、37 年前は 4 日が節分
だったこともあるそうです。日がず
れると言えば、昨年は東京五輪・パ
ラリンピック開催の影響で祝日が移
動しました。大会が延期になったこ
とで、今年も祝日が移動します。海
の日が 7 月 22 日、スポーツの日が
23 日、山の日が 8 月 8 日です。祝
日の移動は 12 月末に公表されたの
で、カレンダーは変更されていない
と思いますが、この情報は首相官邸
公式サイトで確認できます。＜や＞

茶じょけ

発行・編集／三股町��総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL�0986-52-1111（代表） 
FAX�0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和３年２月１日号No.606

わが家の一番星わが家の一番星

わが家の一番星�町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
ご長寿万歳 町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
※ 「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。

また町公式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス… https://www.town.mimata.lg.jp）

園そ
の

田だ 

こ
こ
ろ 

ち
ゃ
ん

令
和
２
年
７
月
27
日
生
ま
れ（
０
歳
）

園
田
空
也
さ
ん・泉
さ
ん
の
長
女

い
つ
も
笑
顔
で
家
族
の
ア
イ
ド
ル
。
愛

犬
の
モ
モ
ス
ケ
と
は
産
ま
れ
た
時
か
ら

ず
っ
と
一
緒
で
大
の
仲
良
し
で
す
♡
♡

元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
！

２月の旬の食材
・キャベツ
・ダイコン
・ニンジン
・水菜
・イチゴ
※材料は全て 1 人分です

❶ 主食 /ご飯
168㌔㌍　塩分 0㌘
材　料　 ご飯…100㌘

❷ 主菜 /肉入り油揚げのトマト煮
279㌔㌍　塩分 1.7㌘
材　料　 油揚げ…1 枚、キャベツ…50㌘、豚ひき肉…40㌘、

塩…小さじ 1/12、⃝こしょう…少々、⃝卵白…1/2
個分、◆カットトマト缶…100㌘、◆水…1/2 カッ
プ、◆コンソメ…1/3 個、◆おろしニンニク…小さじ
1/3、◆ローリエ…1 枚、クリームチーズ…10㌘、パ
セリのみじん切り…少々

作り方　 ①油揚げは袋状に開いておく。キャベツは千切りにし
て塩をふり、よくもんで水気を絞る。②ボウルに豚ひ
き肉、キャベツ、⃝の材料を入れよく混ぜる。③油揚
げに詰め、口をつま楊枝で止める。④フライパンに②
を入れ、弱火で両面焼く。◆を入れ、煮立ったら弱火
にして煮詰める。⑤つま楊枝をはずし、器にもり、ク
リームチーズとパセリを飾る。

❸ 副菜 /ピーナツ入りなます
92㌔㌍　塩分 0.3㌘
材　料　 ダイコン…40㌘、ニンジン…10㌘々、水菜…10㌘、

刻みピーナツ…小さじ 2、▲しょう油…小さじ１/3、
▲酢…小さじ１、▲はちみつ…小さじ 1

作り方　 ①ダイコンとニンジンは 4㌢長さの千切り、水菜は
4㌢長さに切り、塩（分量外）をふり、軽くもんで水
気を絞る。②ボウルに▲入れ、残りの材料も入れて
和える。

❹ もう一品 / いちごフラン
293㌔㌍　塩分 0.1㌘
材　料　 イチゴ…50㌘、卵黄…1/2 個分、生クリーム…50㍉

㍑、砂糖…小さじ 2
作り方　 ①イチゴは角切りにして

耐熱容器に並べる。②卵
黄、生クリーム、砂糖を
よく混ぜ、イチゴの上か
らかける。③熱湯を張っ
た オ ー ブ ン 板 に の せ、
200 度、10 分蒸し焼きに
する。焼けたら自然に冷
ます。

❶❶

❷❷
❸❸

❹❹

吉よ
し

留ど
め 

旭あ
さ

秀ひ 

ち
ゃ
ん

令
和
２
年
８
月
25
日
生
ま
れ（
０
歳
）

吉
留
貴
之
さ
ん・佳
枝
さ
ん
の
長
男

黒みつらっきょう 70g290円～
／販売者・株式会社原田青果
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